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京都⼤の野⽥進教授らが開発した、フォト
ニック結晶を使ったライダー＝京都市⻄京
区で2020年6⽉30⽇午後2時58分、松本光
樹撮影

半導体を⽤いた従来のレーザーを1メート
ル先に照射した際のスポット（跡）。精度
が低くぼやけている＝京都⼤の野⽥進教授
提供

フォトニック結晶レーザーを1メートル先
に照射した場合、鮮明な跡が確認された＝
京都⼤の野⽥進教授提供

 障害物の検知など⾞の⾃動運転に不可⽋
なセンサーの⼀種「ライダー」（光測距シ
ステム）を⾼性能かつ安価に製造する技術
を開発したと、京都⼤が30⽇、発表した。
同⼤⼤学院の野⽥進教授（電⼦⼯学）ら
が、約20年前に開発した「フォトニック結
晶」を活⽤した。野⽥教授は「医療現場や
製造業など、いろんなところで使える技術
になるのではないか」としている。

 ライダーは、レーザー（光）が反射して
返ってくるまでの時間から、物体までの距
離を計測するシステム。半導体を使った従
来型のレーザーは、光線が広がってしま
い、遠くの物体の検出精度などに課題があ
る。

 フォトニック結晶は屈折率の違う素材を
組み合わせ、ナノメートル（ナノは10億分
の1）単位で加⼯した構造体。⽳を開け
て、光を通したり閉じ込めたりして制御で
きる。

 野⽥教授らのグループは、⽳の開け⽅を
⼯夫してレーザーの出⼒を上げ、広がり⾓
度も0・1度以下に抑えることに成功。従来
は10メートル先で光線が広がって弱まる
が、今回は30メートル先に照射しても約5
センチ幅の枠内に収まった。半導体では光
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線の質を⾼めるため複数のレンズを⽤いるが、不要となるためコストが削減でき
る。

 研究成果は7⽉中旬にオンラインで開催される⽶国光学会などで発表される予
定。物流倉庫の運搬ロボットに搭載される⾒通しで、野⽥教授は「すでに100メ
ートル級の計測ができるようになっている」と話し、乗⽤⾞への搭載に向けさら
なる⼩型・⾼性能化を進める。【松本光樹】
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